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磁 気 田子/2 【g/2〕
其空中の寿命 【丁.(S)〕














































空 間 分 布
寿 命

































性に対 してユニークな応答 をするo〟+sRの場合を例にとろう｡ 表 2のようにl
Gの外場に対 して 74〃Sの回転周期を持つ｡2乗平均値lGの磁場の乱れに対 して､
12〃Sの時定数を持つガウス型の緩和 を示す｡ また lG磁場が10･6秒の特性時間で
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トランス型.iiりアセチレンFPのFL+ 293K
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図4 ポリアセチレン中のFL'が1次元的ソリトン迎動をする花子スピンによって政和
するようす｡
-488-
100
縦磁場 (G)
lOOO
｢第38回 物性若手夏の学校｣(1993年度)
この現象は､医学生物学やバイオテクノロジーで間蓮となっている､照射刺激に伴う巨
大分子中での高速電子伝達機構の最も基本的なプロセスと考えられる｡ 現在､DNAや核
酸を対象とする〃SR実験が進行している｡
7.おわりに
FLSR研究がスタートした1973年以来､FLSR法の特徴を生かした実験研究によって､
｢磁性｣の研究に成果をあげることができている｡しかしながら次に示す限界のために､
〃sR法が十分に活用されているとは言いがたい｡
1)fLSR法へのアクセスに関する限界.現在の稼敵中の世界中のミュオン源 (図5)は､
｢日常的な磁性研究｣にとって､とても豊富にあるとは言いがたい｡特に国内では､高エ
ネ研内の東京大学理学部中間子科学研究センターにおけるパルス状ミュオンのみである｡
より広い利用が〝SR法の新しい発展に導くはずである｡
2)ミュオンビ-ム性能による限界.ビームの飛程が大きく (10-looms/cm2)､スポ
ットサイズも大きく (5rm 四方以上)､大きな試料でないと研究対象になり得ないOま
た､図5が示すDC状ミュオン施設では5FLS以上の長時間域jLSR測定はむずかしく､一方
パルス状ミュオン施設では100ns以下の早い回転や緩和が測りにくい｡
これらの限界をにりこえて､〝SR研究の将来をきり開くために､次のような努力がなさ
れつつある｡
イ)より豊かに!_ユオンビームを得る.理研が自らの手で英国ラザフォードアップルト
ン研究所に世界最強のパルス状ミュオン施設を建設中で､1994年末に完成する｡ 年間100
日程度日本側の研究専用に使用される｡しかしながら､本格的な〃SR研究には､国内に
おける専用加速器の建設が不可欠である｡現在中性子実験研究と併用の形で立案されてい
る ｢大型ハ ドロン計画｣の早期実現が強く望まれる｡
ロ)より進んだミュオンビームを得るo前述のように､超低速ミュオンビームが実現さ
れれば､原子層のオTダーの飛程を持つビームとなり､また若干加速することによりマイ
クロビームを得ることもできる｡いっぽう〃sRに最適な時間構造を持つミュオンビーム
の開発も進んでいる｡
最期に､より多くの磁性研究者の〃SR実験への参加を強くよびかけたい｡
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図5 世界中のFLSRファシリティ｡矢印はパルス状源を黒掛 土DC源を示す｡
参考文献
1)石田勝彦､門野良典､西田信彦､西山樺生編､団体物理 ｢〃sR特集号｣,25(1991).
2)A.Schenck,MuonSpinRptationSpectroscopy(AdamHilger,Bristal,1985).
3)N.Nishidaet.al.,Japan∫.App.Phys.,26(1987)L1856.
4)Y.J.Uemuraet.al.,Phys.Rev.Let.,62(1989)2317.
5)E.Torikaiet.al.,HypartireInteractions(1993),inpress.
6)S.B.Sulaimanet.al.,ibid.
7)K.NagamineandK.Ishida,PerspectivesofMesonScience,eds.T.Yam azaki,K.Nakaiand
K.Nagamine(NorthHoland,1992)p.441.
8)E.Torikaiet.al.,HyperfineInteractions(1993),totx:published.
9)a.D.Patlersen,rev.Mod.Phys.60(1988)69.
10)R.Kadonoet.al.,Phys.Rev.B39(1989)23.
ll)K.Nagamineet.al.,Phys.Rev.Let.53(1984)1763.
-490-
